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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第44期

第２四半期連結
累計期間

第45期
第２四半期連結
累計期間

第44期
第２四半期連結
会計期間

第45期
第２四半期連結
会計期間

第44期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 2,609,4592,515,0301,370,8651,406,6715,570,230

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
10,055 △168 26,396 55,781 114,965

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円）
△10,488 △12,052 4,264 28,407 2,908

純資産額（千円） － － 3,396,0683,367,0403,411,153

総資産額（千円） － － 4,447,8424,404,1934,520,768

１株当たり純資産額（円） － － 917.08 910.58 922.53

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は四半期純損失金額（△）

（円）

△2.86 △3.29 1.16 7.76 0.79

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －　

自己資本比率（％） － － 75.5 75.7 74.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
154,283 198,874 － － 116,117

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△104,797 △3,658 － － △109,544

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△48,501 △29,293 － － △51,751

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 2,102,0642,221,8262,055,902

従業員数 （人） － － 417 402 410

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また潜在

株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 402 (479)

　（注）従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

 

(2）提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 327 (306)

　（注）１．従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

２．従業員数は就業人員であり、使用人兼務役員２名を含んでおります。　
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　
　

前年同四半期比（％）　
金額（千円） 　

情報処理サービス事業 343,477 △8.6

システム開発事業 649,312 0.8

アッセンブリー事業 39,743 △4.2

合計 1,032,532 △2.7

　（注）１．各セグメントの生産高については、製造原価によっております。

２．上記金額には消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

　当第２四半期連結会計期間の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

受注高
（千円）

前年同四半期比
（％）　

受注残高
（千円）

前年同四半期比　
（％）　

システム開発事業 734,739 △7.1 479,783 △18.2

合計 734,739 △7.1 479,783 △18.2

　（注）１．システム開発事業以外については、継続業務が大半であり、業務も多岐にわたり、受注高を把握する事が困難

なため、システム開発事業についてのみ記載しております。

２．上記金額には消費税等は含まれておりません。

 

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　
　前年同四半期比（％）　

　
金額（千円）

情報処理サービス事業 419,492 △6.8

システム開発事業 860,329 8.3

アッセンブリー事業 126,849 0.7

合計 1,406,671 2.6

　（注）１．前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総

販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

ピー・シー・エー㈱ 226,072 16.5 226,169 16.1

本田技研工業㈱ 153,765 11.2 158,010 11.2

富士通㈱ 128,195 9.4 142,271 10.1

２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。　

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

    当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

 　(1）業績の状況

　当第２四半期におけるわが国経済は、新興国の経済成長を背景に穏やかな回復が見られたものの、円高の進行や

株価の低迷などから、景気回復の先行きは不透明な状況が継続しております。

当社グループの属する情報サービス分野においても、企業のＩＴ投資は徐々に増加の傾向が見られますが、依然

として受注環境は厳しい状況が続いております。

このような状況の下、当社グループでは主要顧客との信頼関係に基づく案件受注、営業力の強化、新規採用の抑

制、固定費の削減、その他諸経費の圧縮等を行い利益確保を行ってまいりました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間における売上高は1,406,671千円（前年同四半期比2.6%増）、営業利益は

46,613千円（同95.1％増）、経常利益は55,781千円（同111.3％増）、四半期純利益は28,407千円（同566.1％増）

となりました。

 　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①　情報処理サービス事業

　情報処理サービス事業につきましては、新規案件の受注確保に全力を尽くしてまいりましたが、継続案件の縮小

もあり当面の業務量が不足し厳しい状況となりました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間における売上高は419,492千円（前年同四半期比6.8%減）、営業利益3,260

千円（同23.6％減）となりました。

②　システム開発事業

　システム開発事業につきましては、主要顧客からの受注案件が徐々に増加し、技術者の待機状態が解消してまい

りました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間における売上高は860,329千円（前年同四半期比8.3％増）、営業利益

24,166千円（同231.7％増）となりました。

③　アッセンブリー事業

　アッセンブリー事業につきましては、主要顧客からの受注が徐々に回復し順調に推移いたしました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間における売上高は126,849千円（前年同四半期比0.7％増）、営業利益

19,186千円（同55.5％増）となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前

四半期純利益が53,731千円となり、賞与引当金の増加111,788千円、売上債権の増加△268,411千円、たな卸資産の減

少60,183千円により、当第２四半期連結会計期間末には2,221,826千円となりました。その結果資金残高は、第１四

半期連結会計期間末に比べ△74,320千円減少となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動に使用した資金は△74,599千円（前年同四半期は△34,430千円の使用）となりました。これは主に賞与

引当金の増加111,788千円、売上債権の増加△268,411千円、たな卸資産の減少60,183千円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動のより獲得した資金は279千円（前年同四半期は△109,988千円の使用）となりました。これは貸付金の

回収による収入によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動において獲得もしくは使用した資金はありませんでした。（前年同四半期も同様） 
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,760,000

計 15,760,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 3,940,000 3,940,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

500株　

計 3,940,000 3,940,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年７月１日～

平成22年９月30日　
－ 3,940 － 333,906 － 293,182
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（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

川島　正夫 東京都練馬区 1,253 31.80

 システムズ・デザイン社員持株会  東京都杉並区和泉1丁目22-19 204 5.18

 武藤　英樹  東京都小平市 100 2.54

 ㈱みずほ銀行

（常任代理人　資産管理サービス信託

銀行㈱）

 東京都千代田区内幸町1丁目1-5

（東京都中央区晴海1丁目8-12）
100 2.54

 三菱ＵＦＪ信託銀行㈱

（常任代理人　日本マスタートラスト

信託銀行㈱）

 東京都千代田区丸の内1丁目4-5

（東京都港区浜松町2丁目11-3）
100 2.54

 日本生命保険（相）
 東京都千代田区丸の内1丁目6-6日本生命

証券管理部内
100 2.54

 飯豊　和子  神奈川県相模原市中央区 99 2.53

 ノーザン　トラスト　カンパニー（エ

イブイエフシー）サブ　アカウント　

アメリカン　クライアント

(常任代理人　香港上海銀行東京支

店）

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON

E14 5NT, UK

(東京都中央区日本橋3丁目11-1）

61 1.55

 細谷　徳男　 埼玉県川越市　 60 1.52

 藤浪　潤　 東京都国立市　 58 1.47

計 － 2,135 54.20

　　（注）上記のほか、自己株式が278千株あります。 
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　278,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　3,660,500 7,321 －

単元未満株式 普通株式　　　1,500 － －

発行済株式総数 3,940,000 － －

総株主の議決権 － 7,321 －

   (注）「単元未満株式」の「普通株式」には当社所有の自己株式361株が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

システムズ・デザイン㈱
東京都杉並区和泉一

丁目22番19号
278,000 － 278,000 7.06

計 － 278,000 － 278,000 7.06

　（注）当第２四半期会計期間末日現在の上記②「自己株式等」のシステムズ・デザイン㈱の「自己名義所有株式数」は

278,361株となっております。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 312 312 311 300 286 280

最低（円） 284 280 283 274 275 264

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表についてはあずさ監査法人による四半期レビューを受け、また、当第２四半期連結会計期間（平成22

年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人と

なっております。 
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,221,826 2,055,902

受取手形及び売掛金 864,913 1,119,257

商品及び製品 11,983 11,604

仕掛品 117,832 85,734

原材料及び貯蔵品 10,661 16,205

その他 109,875 120,399

貸倒引当金 △713 △562

流動資産合計 3,336,379 3,408,541

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 328,506 328,506

減価償却累計額 △186,192 △180,020

建物及び構築物（純額） 142,313 148,485

機械装置及び運搬具 99,340 149,624

減価償却累計額 △93,745 △141,285

機械装置及び運搬具（純額） 5,594 8,339

土地 112,278 112,278

その他 160,986 170,007

減価償却累計額 △136,143 △137,778

その他（純額） 24,842 32,228

有形固定資産合計 285,029 301,332

無形固定資産

のれん 158,095 168,263

その他 74,268 85,357

無形固定資産合計 232,364 253,620

投資その他の資産

投資有価証券 72,500 76,477

繰延税金資産 154,745 153,138

その他 323,173 327,658

投資その他の資産合計 550,419 557,274

固定資産合計 1,067,813 1,112,227

資産合計 4,404,193 4,520,768
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 28,969 55,530

未払金 194,525 257,296

未払法人税等 7,673 8,197

賞与引当金 149,184 155,112

役員賞与引当金 3,582 7,715

受注損失引当金 － 15,479

その他 89,692 71,656

流動負債合計 473,626 570,987

固定負債

退職給付引当金 497,174 476,009

役員退職慰労引当金 66,352 62,618

固定負債合計 563,526 538,628

負債合計 1,037,152 1,109,615

純資産の部

株主資本

資本金 333,906 333,906

資本剰余金 293,182 293,182

利益剰余金 2,780,101 2,821,447

自己株式 △85,218 △85,218

株主資本合計 3,321,972 3,363,318

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 12,255 14,655

評価・換算差額等合計 12,255 14,655

少数株主持分 32,811 33,179

純資産合計 3,367,040 3,411,153

負債純資産合計 4,404,193 4,520,768
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 2,609,459 2,515,030

売上原価 2,139,192 2,091,629

売上総利益 470,267 423,401

販売費及び一般管理費 ※1
 464,550

※1
 444,102

営業利益又は営業損失（△） 5,717 △20,701

営業外収益

受取利息 138 411

受取配当金 1,807 826

不動産賃貸料 480 480

投資事業組合運用益 － 1,199

助成金収入 － 15,428

雑収入 2,185 2,349

営業外収益合計 4,611 20,693

営業外費用

不動産賃貸原価 182 160

投資事業組合運用損 90 －

営業外費用合計 273 160

経常利益又は経常損失（△） 10,055 △168

特別利益

投資有価証券売却益 117 －

保険解約返戻金 6,627 －

受取保険金 1,000 －

特別利益合計 7,745 －

特別損失

固定資産除却損 － 1,574

投資有価証券評価損 559 1,167

投資有価証券売却損 466 －

保険解約損 9,617 －

事務所移転費用 － 867

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,612

特別損失合計 10,643 11,221

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

7,157 △11,390

法人税等 16,566 1,029

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △12,420

少数株主利益又は少数株主損失（△） 1,079 △367

四半期純損失（△） △10,488 △12,052
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 1,370,865 1,406,671

売上原価 1,127,696 1,148,529

売上総利益 243,169 258,141

販売費及び一般管理費 ※1
 219,277

※1
 211,527

営業利益 23,891 46,613

営業外収益

受取利息 46 186

受取配当金 1,520 500

不動産賃貸料 240 240

投資事業組合運用益 － 1,199

助成金収入 － 5,574

雑収入 889 1,547

営業外収益合計 2,695 9,248

営業外費用

不動産賃貸原価 100 80

投資事業組合運用損 90 －

営業外費用合計 191 80

経常利益 26,396 55,781

特別利益

保険解約返戻金 6,627 －

受取保険金 1,000 －

特別利益合計 7,627 －

特別損失

固定資産除却損 － 1,492

投資有価証券評価損 559 557

保険解約損 9,617 －

特別損失合計 10,176 2,050

税金等調整前四半期純利益 23,847 53,731

法人税等 19,649 24,873

少数株主損益調整前四半期純利益 － 28,857

少数株主利益又は少数株主損失（△） △66 450

四半期純利益 4,264 28,407
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

7,157 △11,390

減価償却費 28,160 26,575

のれん償却額 17,349 14,417

有形固定資産除却損 － 1,574

投資有価証券売却損益（△は益） 349 －

投資有価証券評価損益（△は益） 559 1,167

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,612

賞与引当金の増減額（△は減少） △10,050 △5,928

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11,159 △4,133

退職給付引当金の増減額（△は減少） 24,134 21,164

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,638 3,733

貸倒引当金の増減額（△は減少） △164 151

受注損失引当金の増減額（△は減少） － △15,479

受取利息及び受取配当金 △1,946 △1,237

投資事業組合運用損益（△は益） 90 △1,199

売上債権の増減額（△は増加） 284,682 254,343

未払金の増減額（△は減少） △84,516 △62,771

たな卸資産の増減額（△は増加） △55,825 △26,932

仕入債務の増減額（△は減少） △14,105 △26,561

その他 △289 25,080

小計 187,064 200,188

利息及び配当金の受取額 1,945 1,236

法人税等の支払額 △34,725 △2,549

営業活動によるキャッシュ・フロー 154,283 198,874

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,000 －

投資有価証券の取得による支出 △200 －

投資有価証券の売却による収入 915 －

有形固定資産の取得による支出 △8,106 －

無形固定資産の取得による支出 △2,255 △758

貸付けによる支出 △500 －

貸付金の回収による収入 2,349 1,350

投融資の回収による収入 3,000 －

子会社株式の取得による支出 － △4,250

投資活動によるキャッシュ・フロー △104,797 △3,658

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △47,601 △29,293

少数株主への配当金の支払額 △900 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △48,501 △29,293

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 984 165,923

現金及び現金同等物の期首残高 2,101,080 2,055,902

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,102,064

※1
 2,221,826
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計

基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これにより当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失はそれぞれ761千円

増加し、税金等調整前四半期純損失は8,374千円増加しております。

 　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間 
（自　平成22年４月１日 
 至　平成22年９月30日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績

率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却額を期

間按分して算定する方法によっております。

３．繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に

は、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び前連結会計年度末（平成22年３月31日）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

役員報酬 60,430千円

従業員給料手当 155,605千円

賞与引当金繰入額 27,906千円

役員賞与引当金繰入額 7,739千円

退職給付費用 10,403千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,718千円

役員報酬 60,061千円

従業員給料手当 139,765千円

賞与引当金繰入額 24,789千円

役員賞与引当金繰入額 3,582千円

退職給付費用 13,122千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,733千円

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

役員報酬 30,205千円

従業員給料手当 72,964千円

賞与引当金繰入額 20,136千円

役員賞与引当金繰入額 3,845千円

退職給付費用 4,951千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,885千円

役員報酬 30,005千円

従業員給料手当 67,888千円

賞与引当金繰入額 18,500千円

役員賞与引当金繰入額 1,791千円

退職給付費用 5,469千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,873千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）

（千円）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

（千円）

現金及び預金勘定 2,102,064

現金及び現金同等物 2,102,064

現金及び預金勘定 2,221,826

現金及び現金同等物 2,221,826
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  3,940,000株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  278,361株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 29,293 8.0平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 

情報処理
サービス事
業
（千円）

システム開
発事業
（千円）

アッセンブ
リー事業
（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 450,195794,668126,0021,370,865 － 1,370,865

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － － －

計 450,195794,668126,0021,370,865 － 1,370,865

営業利益 4,269 7,285 12,336 23,891 － 23,891

　

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

 

情報処理
サービス事
業
（千円）

システム開
発事業
（千円）

アッセンブ
リー事業
（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 886,8331,473,921248,7042,609,459 － 2,609,459

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － － －

計 886,8331,473,921248,7042,609,459 － 2,609,459

営業利益又は営業損失（△） 5,752△19,95519,920 5,717 － 5,717

　（注）１．事業は製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品は下記のとおりであります。

事業区分 主要製品

情報処理サービス事業
データソリューション、データ＆ライブラリー、システムオペレーション、Ｃ

ＴＩ

システム開発事業
ソフトウエア開発受託、システムコンサルテーション、システム導入・運用サ

ポート

アッセンブリー事業 パッケージソフトの製造配送
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。

　

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、製品・サービス別の事業部を置き、各事業部は、取り扱う製品・サービスについて包括的な戦略を立案

し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は、事業部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「情報処理サー

ビス事業」、「システム開発事業」及び「アッセンブリー事業」の３つを報告セグメントとしております。

「情報処理サービス事業」は、データソリューション、データ＆ライブラリー、システムオペレーション、ＣＴＩ

を行っております。「システム開発事業」は、ソフトウエア開発受託、システムコンサルテーション、システム導入

・運用サポートを行っております。「アッセンブリー事業」は、パッケージソフトの製造配送を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　　　　

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　 　報告セグメント
　調整額

四半期連結
損益計算書
計上額

 
情報処理
サービス

システム開
発

アッセンブ
リー

合計

売上高                         

外部顧客に対す

る売上高
784,2871,473,006257,7362,515,030 － 2,515,030

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ － － － － －

計 784,2871,473,006257,7362,515,030 － 2,515,030

セグメント利益又

は損失（△）
△20,758△38,287 38,344 △20,701 － △20,701

　　　　（注）セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

　

　当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日）　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　 　報告セグメント
　調整額

四半期連結
損益計算書
計上額

 
情報処理
サービス

システム開
発

アッセンブ
リー

合計

売上高                         

外部顧客に対す

る売上高
419,492860,329126,8491,406,671 － 1,406,671

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ － － － － －

計 419,492860,329126,8491,406,671 － 1,406,671

セグメント利益 3,260 24,166 19,186 46,613 － 46,613

　　　　（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月27

日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３月21日）

を適用しております。　

　

（金融商品関係）
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　当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

　前連結会計年度の末日に比べて著しい変動がないため、記載しておりません。

　

（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

　前連結会計年度の末日に比べて著しい変動がないため、記載しておりません。

 

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

　前連結会計年度の末日に比べて著しい変動がないため、記載しておりません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日至平成22年９月30日）

　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日至平成22年９月30日）

　該当事項はありません。 

（資産除去債務関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日） 

　当四半期連結累計期間において著しい変動がないため、記載しておりません。

（賃貸等不動産関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日） 

　前連結会計年度の末日に比べて著しい変動がないため、記載しておりません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 910.58円 １株当たり純資産額 922.53円

 

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額　　　　　　 2.86円 １株当たり四半期純損失金額　　　　　　　 3.29円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純損失（千円） 10,488 12,052

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 10,488 12,052

期中平均株式数（千株） 3,661 3,661

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 1.16円 １株当たり四半期純利益金額 7.76円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益（千円） 4,264 28,407

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 4,264 28,407

期中平均株式数（千株） 3,661 3,661

　

（重要な後発事象）

　当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日至平成22年９月30日）

該当事項はありません。　

　　

（リース取引関係）

当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日至平成22年９月30日）

　前連結会計年度末に比べて著しい変動がないため、記載しておりません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年11月13日

システムズ・デザイン株式会社

取締役会　御中
 

あずさ監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 富永　貴雄　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 植草　寛　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシステムズ・デザイ

ン株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日

から平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につい

て四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、システムズ・デザイン株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在

の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連

結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年11月12日

システムズ・デザイン株式会社

取締役会　御中
 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 富永　貴雄　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 植草　　寛　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシステムズ・デザイ

ン株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日

から平成22年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につい

て四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、システムズ・デザイン株式会社及び連結子会社の平成22年９月30日現在

の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連

結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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